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東京に人口減少と超高齢化という、二つの大きなうねりが押し寄せています。また、気
候危機や自然災害、先行きの見えない国際情勢など、私たちは多くの課題に直面していま
す。困難を乗り越え、明るい未来を切り拓いていくためには、年齢や性別、障害の有無な
どに関わらず、全ての人が個性を活かして活躍できるよう、あらゆるバリアが取り除かれ
た「段差のない社会」をつくっていかなければなりません。
これまで、ユニバーサルデザインの理念の下、東京都福祉のまちづくり推進計画を策定

し、都内の鉄道・路線バスなどの公共交通や道路・建築物・公園などのハード面のバリア
フリー化を着実に進展させてきました。情報バリアフリーや心のバリアフリーなどソフト
面の取組も、総合的かつ計画的に推進しています。
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催は、こうした取組に大きな

弾みをつけました。そのレガシーをさらに発展させ、活力あふれるインクルーシブシティ・
東京を創り上げていくことが必要です。
今般、社会環境の変化に柔軟に対応し、誰もが輝ける真の共生社会へと歩んでいくため

の道しるべとして、令和６年度からの５か年を計画期間とする新たな「東京都福祉のまち
づくり推進計画」を策定しました。
計画では、「誰もが、自由に移動し、必要な情報を入手しながら、あらゆる場所で活動

に参加し、多様な人との違いを認め合い、共に楽しむことができる社会」を目標に掲げて
います。多様な利用者に配慮した施設・環境の整備や、施設サービス・情報の提供などを
大切にしながら、５つの視点に立った様々な施策で構成しました。
2025年に東京で開催されるデフリンピックとその先も見据えて、あらゆる施策を加速

させ、その実効性を高めていきます。東京に暮らし、あるいは、東京を訪れる全ての人が、
安全、安心、快適に過ごすことができるよう、都民や事業者の皆様、そして区市町村と手
を携え、ユニバーサルデザインが浸透した都市東京を目指して、取り組んでまいります。
皆様の一層の御理解と御協力をお願いいたします。

　令和６年（2024年）３月
　　　　　　　　　　　　　　　東京都知事

ユニバーサルデザインが浸透した都市
東京を目指して
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